










初めての人や気の合わない人とも一緒に仕事をする場合もあることを説明をしておく。43ページ

の2番のふきだしの中の人物は、他のグループの人(黄色い服)と新人(石野君)である。利用者が「誰

とでも仕事を一緒にできる。」と言っているところを表現している。 

 

P44「仕事の分担を決めてもらう」 

2人で(何人かで)一緒に仕事をする場合に、管理者が作業の内容について説明を行う。しかし、

説明が分かりにくい時などに、作業内容について尋ねはっきりさせる方法を説明する。 

 

P45「相手の言っていることが分からない時」 

作業を一緒にしている相手とのコミュニケーションで分かりにくい時に説明を求める方法を示

しておく。このことは、作業場面だけに限らないことも同時に説明しておく。 

 

P46「製品を沢山作りたいとき」 

P39と同様に、利用者の意欲と関連したことがらである。「職場の人間関係の質問票」の基礎

評価編(別冊1)の質問のなかにも含まれていたが、選択肢として、「リーダーに聞く」「目標の数

を決めて頑張る」などをあげておいた。利用者の回答をみると就労中の人は「目標を決めて頑張

る」、また、福祉領域の回答者は「上司に聞く」と答えた人が多かった。 

ワークブックではまず上司に相談するとよいと説明している。上司に聞いてやり方を理解して

から、利用者の設定した目標について上司に相談してみるでもよい。 

 

P47「自分の仕事ができ上がったら」 

2人である一定量の仕事をしている時のことを想定している。自分の仕事が完了し、相手が終わ

っていない場合、手伝って終わらせてから休憩に行くことを説明している。 

「終わらせる予定量の仕事が完了した場合」の行動は、職場の状況(数名の人が、同じ仕事をし

ているかどうかなど)によって異なる。必ずしも、相手を待っていなくても良い場合がある。利用

者の職場の環境やルールに照らして説明しておくとよい。 

仕事ができ上がった時が、休憩時間ではない場合などを次頁でとりあげている。 

 

P48「報告する」 

2人で仕事をしていてでき上がった場合に、仕事ができ上がったことを報告しておく必要がある。

次ぎの作業について聞く事も必要であることを付け加えておく。 

 

P49「作業時間がのびたとき」 

特別の理由がない場合は、残業をする必要が出て来ることを理解してもらう。絵で、「帰りた 
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ことを一応報告しておく必要があることを理解してもらう。次の仕事について尋ねることもよい

ことを説明する。 

 

P68「販売の仕事をする時」 

日頃、一緒に仕事をしていない人と販売等の仕事を一緒に行う場合、お互いに協力して販売す

ることをこの絵で表現している。どうすれば協力し合えるかについて、利用者が意見を出し合い

検討することも一方法である。 

 

P69「製品を沢山作りたい時」 

これはP39やP46と同様に、利用者の意欲をどのように生産性の向上に結び付けるか管理者側の

リーダーシップにも関連することである。絵は、利用者が管理者に方法を聞いている場面である。

「職場の人間関係の質問票」の基礎評価編(別冊1)の「もっと仕事ができるようになりたい時」の

選択肢を参考にしつつ、利用者が検討してもよい。グループ間で話し合うのもよい方法であるこ

とを利用者に伝えておく。 

 

P70「自分のかたづけが終わった時」 

自分の仕事が完了し、かたづけが終わった段階の絵である。他のグループがまだ仕事をしてい

た場合、一応手伝うことがないか確認をしておくことを説明する。事業所の作業形態によって違

いがあるので、利用者の就職先の様子も考慮して説明をする。 

 

P71「他のグループと意見が合わない時」 

管理者のアドバイスを受けながら、みんなで話し合って、解決するとよいことを説明する。意

見の食い違い等が起こった時を想定して練習してみるのもよい。 

 

＜安  全＞ 

 

P75「会社の人が軽い怪我をした時」 

怪我をした利用者のまわりに人がいない場合、あるいは、利用者が動けない場合に、この絵の

ように報告をする必要があることを説明する。また、利用者が機械を使って作業をしている場合

はまず、機械を止めてから世話をすることが大切であることも併せて説明する。 

 

P76「まわりに人がいないかたしかめる」 

ここではあやまるなど相手に対してなんらかの表現をしておくとよいことを理解してもらう。 
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